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【手続補正書】
【提出日】平成23年1月26日(2011.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦長ホーン（２）と、カウンターピース（３）と、２つの圧電駆動部（４、５）と、ネ
ジ（６）とを備えた超音波トランスデューサであって、カウンターピース（３）がネジ（
６）を使用してホーン（２）に固定され、その際にトランスデューサの縦軸（７）の両側
に配置された圧電駆動部（４、５）がホーン（２）とカウンターピース（３）の間に挟み
込まれ、ホーン（２）が、トランスデューサをワイヤーボンダのボンダヘッドに固定する
ための少なくとも１つの第１の穴（９）を具備したフランジ（８）を備え、２つの圧電駆
動部（４、５）に第１の同位相の交流電圧が印加されて第１の超音波振動がトランスデュ
ーサの縦軸（７）に対して平行にトランスデューサ内で形成され、２つの圧電駆動部（４
、５）に第２の同位相の交流電圧が印加されて第２の超音波振動がトランスデューサの縦
軸（７）を横断するようにトランスデューサ内で形成される超音波トランスデューサにお
いて、
圧電駆動部（４、５）が第１の超音波振動の第１の節（１３）にあり、
圧電駆動部（４、５）が第２の超音波振動の第１の波腹（１４）にあり、
フランジ（８）が第１の超音波振動の第２の節（１５）にあり、
フランジ（８）が第２の超音波振動の第２の波腹（１６）にあり、
フランジ（８）の少なくとも１つの第１の穴（９）が第２の超音波振動の別の節（１７）
にあることを特徴とする超音波トランスデューサ。
【請求項２】
　ホーンがキャピラリーを受け入れるための第２の穴（１２）を備え、この第２の穴（１
２）が、ホーン先端から測定して、第２の波腹（１８）である、第２の超音波振動の波腹
（１８）内に設けられることを特徴とする、請求項１に記載の超音波トランスデューサ。
【請求項３】
　ネジ（６）が頭部を備え、第２の超音波振動が、ネジ（６）の頭部と圧電駆動部（４、
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５）に間にある少なくとも１つの節（１９）を備えていることを特徴とする、請求項１又
は２に記載の超音波トランスデューサ。
【請求項４】
　第２の超音波振動が、カウンターピース（３）内でカウンターピース（３）の縁付近に
ある節（２０）を備えていることを特徴とする、請求項１乃至３のいずれか一項に記載の
超音波トランスデューサ。
【請求項５】
　カウンターピース（３）の幅（Ｂ１）が、トランスデューサの縦軸から圧電駆動部外縁
（４、５）までの距離（Ｄ１）より大きいことを特徴とする、請求項１乃至４のいずれか
一項に記載の超音波トランスデューサ。
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